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ラウンドアバウトのすすめ

ハンプレットができました！

1



2

中央島

エプロン

環道

ラウンドアバウトのすすめ

ラウンドアバウトの構造

外径

27m程度が目安

段差構造が望ましい
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ラウンドアバウトのすすめ

ラウンドアバウトの特徴

１．交通量が少ない平面交差部に導入可能

２．交差点の安全性が向上

３．赤信号による待ち時間が減少

４．多枝交差点など複雑な形状の交差点でも導入可能

５．信号停止によるアイドリング時間を削減し環境負荷を軽減

６．災害等に伴う停電時でも安全に通行が可能
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さまざまなラウンドアバウト

大阪府堺市

長野県北佐久郡軽井沢町 岐阜県安八郡安八町

岩手県大舟渡市 宮城県亘理郡亘理町 兵庫県神戸市

山形県長井市

岡山県加賀郡吉備中央町福岡県北九州市
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最近の道路交通安全の話題 ～生活道路対策

生活道路における交通事故の発生状況

交通事故発生件数と
車道幅員5.5m未満道路の交通事故発生率

車道幅員
5.5m以上
の道路

車道幅員
5.5m未満
の道路

約1.8倍

自転車
乗用中

自転車乗用中

15.5%

31.0%

歩行中

12.3%

歩行中8.6%

その他0.1%原付自転車乗車中4.2%

自動二輪車乗車中6.8%

その他0.1%

原付自転車乗車中4.2%

自動二輪車乗車中6.8%

自動車乗用中

43.4%

自動車乗用中

64.9%
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全事故発生件数

5.5m未満道路の交通事故件数

5.5m未満道路の交通事故発生率

件数
（万件）

発生率
（%）

車道幅員別・
状態別交通事故死者数（令和3年中）

【出典】警察庁資料より作成 【出典】警察庁資料より作成



生活道路対策としてのラウンドアバウト

大阪府堺市での事例

ラウンドアバウト1

ラウンドアバウト2

スムーズ横断歩道1

スムーズ横断歩道2

スムーズ横断歩道3

航空写真・地図出典：国土地理院地図 6

堺市北区新金岡町地内

スムーズ横断歩道２ラウンドアバウト１
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生活道路対策としてのラウンドアバウト

ラウンドアバウト1＜平面図＞ ラウンドアバウト2＜平面図＞

ラウンドアバウト構造（東側）

交差道路 4枝

分離島 無
エ
プ
ロ
ン

幅員 2.5m

環道
外径 18.4m 舗装

アスファルト
舗装

幅員 4m 路面表示 ゼブラ

中央島直径 5.4m 段差 無

ラウンドアバウト構造（西側）

交差道路 3枝

分離島 無
エ
プ
ロ
ン

幅員 2.5m

環
道

外径 22m 舗装
ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ
ﾌﾞﾛｯｸ舗装

幅員 4m 路面表示 -

中央島直径 9.0m 段差 5cm

各ラウンドアバウトの構造



〇 最高速度30km/hの区域規制と物理的デバイスとの適切な組合せにより交通安全

の向上を図ろうとする区域を「ゾーン３０プラス」として設定

〇 道路管理者と警察が緊密に連携し、

地域住民等の合意形成を図りながら、

生活道路における人優先の安全・安心な

通行空間を整備

進入抑制対策

速度抑制対策

最高速度３０ｋｍ/hの
区域規制等（ゾーン３０）

＜警察による交通規制＞

狭さく

ライジングボラード

＜道路管理者による物理的デバイスの設置＞

クランク

ハンプ

●進入抑制対策

●速度抑制対策

スムーズ横断歩道

スラローム

路面表示

「ゾーン３０プラス」の入口（イメージ）

看 板
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参考 生活道路対策「ゾーン３０プラス」



①青森県弘前市
（城西地区）

②青森県むつ市
（昭和町地区）

④青森県田子町
（田子地区）

③青森県深浦町
（北金ヶ沢地区）

⑪長野県塩尻市
（大門・高出地区）

⑨長野県長野市
（栗田北中地区）⑫岐阜県岐阜市

（加納新本町地区） ⑯岐阜県可児市
（今渡地区）

⑳静岡県沼津市
（花園町地区）

⑰静岡県静岡市
（清水区鶴舞町地区）

㉔大阪府豊中市
（東豊中町6丁目地区）

㉕兵庫県明石市
（王子１丁目､

北王子町地区）

㉖奈良県大和高田市
（松塚地区）

㉘福岡県北九州市
（柳町地区）

㉙福岡県北九州市
（中島地区）

㉝熊本県熊本市
（東区東町）

⑮岐阜県可児市
（広見地区）

㉑三重県桑名市
（修徳地区）

㉒京都府舞鶴市
（桃山町地区）

㉓京都府久御山町
（珠城地区）

⑱静岡県浜松市
（中区船越町地区）

⑲静岡県浜松市
（中区野口・八幡町

地区）

⑥千葉県船橋市
（古作地区）

㉚福岡県北九州市
（曽根東小地区）

㉜福岡県古賀市
（古賀東小学校地区）

⑦神奈川県横浜市
（緑区中山町地区）

⑧神奈川県横浜市
（南区通町4丁目地区）

⑭岐阜県各務原市
（大佐野地区）

⑩長野県長野市
（栗田中御所二丁目地区）

㉛福岡県北九州市
（医生ヶ丘・

千代ヶ崎地区）

㉗徳島県徳島市

（北井上地区）

⑤茨城県つくば市
（要地区）

⑬岐阜県岐阜市
（金宝町地区）

※ 令和4年7月末時点における整備計画策定済みの地区
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参考「ゾーン３０プラス」整備計画策定状況



交通安全対策等への支援
交通安全対策補助制度

交通安全対策補助制度（通学路緊急対策）イメージ

車線の拡幅・歩道の整備

防護柵の設置

ハンプの設置

道路管理者による対策

関係機関等によるソフト対策

【市道路管理者】
物理的デバイスの設置

【市道路管理者】
歩道・防護柵の整備

【県道路管理者】
右折レーンの整備
（通り抜け車両の抑制）

【小学校】
通学路の変更

【ボランティア】
見守り活動

【警察（公安委員会）】
時間帯車両通行禁止

【警察（公安委員会）】
速度規制・取り締まり
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通学路緊急対策（R4創設）
通学路の安全を早急に確保するため、千葉県
八街市における交通事故を受けて実施した
通学路合同点検に基づき、ソフト対策の強化と
あわせて実施する交通安全対策を計画的かつ
集中的に支援

地区内連携
一定の区域において関係行政機関等や関係住民
の代表者等との間での合意に基づき実施する
交通安全対策を計画的かつ集中的に支援



交通安全対策等への支援
道路事業における社会資本整備総合交付金、防災・安全交付金の重点配分の概要
○社会資本整備総合交付金においては、民間投資・需要を喚起する道路整備により、ストック効果を高め、活力ある地域の形成を支援するとの
考えの下、広域的な道路計画や災害リスク等を勘案し、以下の事業に特化して策定される整備計画に対して重点配分を行う。

○防災・安全交付金においては、国民の命と暮らしを守るインフラ再構築、生活空間の安全確保を図るとの考えの下、以下の事業にそれぞれ特
化して策定される整備計画に対して重点配分を行う。

≪道の駅の機能強化≫
○全国モデル「道の駅」、重点「道の
駅」、防災「道の駅」の機能強化

○子育て応援の機能強化

○ポストコロナ対応（衛生環境の改善、
換気対策等）に係るもの

非常用発電機

駅への
アクセス道路

駅の整備と供用時期を連携した
アクセス道路の整備

工業団地への
アクセス道路

工業団地と供用時期を連携した
アクセス道路の整備

○駅の整備や工業団地の造成など民間投資と供用時期を連携し、
人流・物流の効率化や成長基盤の強化に資するアクセス道路整備事業

≪ストック効果を高めるアクセス道路の整備1)≫

社会資本整備総合交付金

≪国土強靱化地域計画に基づく事業1)≫

○災害時にも地域の輸送等を支える道路の整備や防災・減災に資する事業
のうち、早期の効果発現が見込める事業

法面法枠工 雪崩防止柵

≪子供の移動経路等の生活空間における交通安全対策≫

⇒ナショナルサイクルルートにおける自転車
通行空間整備に対して特に重点的に配分

重要物流道路の代替路や補完路の整備

歩道拡幅・ユニバーサルデザイン化

○重要物流道路の脆弱区間の代替路や災害時拠点(備蓄基地・総合病院等)
への補完路として、国土交通大臣が指定した道路の整備事業

⇒ビッグデータを活用した生活道路対策に
対して特に重点的に配分

○通学路交通安全プログラムに基づく
交通安全対策

○未就学児が日常的に集団で移動する
経路における交通安全対策

○鉄道との結節点における歩行空間の
ユニバーサルデザイン化

○地方版自転車活用推進計画に基づく
自転車通行空間整備

○自動運転技術を活用したまちづくり計画に基づく自動運転車の走行環境整備

自転車通行空間の整備

○歩行者利便増進道路に指定された道路における歩行者の利便増進や地域
の賑わい創出に資する道路事業(立地適正化計画に位置付けられた区域内の事業に限る)

≪歩行者の利便増進や地域の賑わい創出に資する道路事業≫

[事業イメージ]

手洗い所の非接触化

車道：４車線→２車線、歩道：拡幅

1)長寿命化修繕計画（個別施設計画（橋梁））が未策定の場合は対象外 2)避難確保計画未策定の要配慮者利用施設が存在、かつ、避難行動要支援者名簿未提供の場合は対象外

防災・安全交付金2)




